


1頁の地図に関して 
○あ ■パイプライン(経路バクー～黒海・バツーミ～トルコ･ジェンハイ) 1091マイル（×1.61Km＝1757Km）建設費 30億ドル 
   2002 年 9 月起工式米エネルギー庁長官・スペンサー=エブラハム出席（於アゼルバイジャン）チャルマーズ=ジョンソン『アメ
リカ帝国の悲劇』(文藝春秋社，2004年)２２４頁。 

   2005年 5月 25日通油式典（アゼルバイジャン・バクー）アゼルバイジャンのアリエフ大統領・トルコ･カザフスタン・米エネ
ルギー庁長官ボルトン出席。アリエフ大統領は「米国の支援に謝意」。ロシア，OPECに対抗するエネルギー連合 

   ■アゼルバイジャンは米軍基地設置を認めるかどうか。ラムズフェルドは 04年 5月～05年 5月の間に 3回アゼルバイジャンを
訪問。西隣のグルジアには米=軍事顧問団派遣。 

Ａ  チェチェン紛争と石油 
   ロシア連邦条約＝ソ連邦解体後も，ソ連は連邦内 16の共和国を引き続き連邦の枠組みに引き止めておく条約を各共和国に強要。

1991年 3月に仮調印。タタールスタンとチェチェン(茶色)=イングーシー共和国(アカ斜線)（後に 2国に分裂）は調印拒否。 
     1994年末～96年 第 1次チェチェン紛争ロシア側 4千人，チェチェン側 4万人(市民を含む) 
      99年 9月    第 2次チェチェン紛争 
     2002年     チェチェン武装勢力(イスラム過激派？)テロ＝モスクワ文化宮殿劇場占拠事件 
      04年     北オセチア共和国(イングーシー共和国の北東隣接国)ベスラン学校人質事件 
○い■1993 年アルゼンチンのブルダス社(カルロス=ブルゲローニ)はトルクメニスタン(サパラムラト=ニヤゾフ大統領)とパキスタン

(ベナジル=ブット首相)と石油天然ガス二重パイプライン建設協定に調印。1620Ｋｍ，建設費，天然ガス 20 億ドル石油 40億ド
ル。ユノカル(http://www.unocal.com/globalops/azeri.htm/)が関心を示す。このときの交渉代理人はヘンリー=キシンジャー・ザ
ルメイ=ハリルサド(パシュトン人 91/92年ブッシュ国防次官代理，01年ブッシュNSCスタッフ，02年 1月駐アフガン特使，親
タリバン)・ハミド=カルザイ(パシュトン人) 

   1997年ユノカル主導のパイプライン建設計画始動(Central Asian Gas Pipe-iine Consortium)1997年10月28日「日経産業新聞」
13頁。98年 8月 21日ユノカル撤退。 

   ＝アフガニスタン＝ 
   1979年ソ連アフガニスタン侵略（カルマル親ソ傀儡政権樹立） 
   1980年代アメリカ(パキスタン)は対ソ反対勢力としてムジャヒディン(「自由の戦士」)育成→その一部タリバン(イスラム神学生
パキスタン国内の神学校多数存在) 

   1996年タリバン首都カブール占領。ウサマ=ビン=ラディン(アルカイダの指導者)アフガニスタン入り。2001年 9･11テロ 
2001年 12月 31日ハミド=カルザイのアフガニスタン暫定政権成立 










